
こころ+いのち 東北まなび旅 「生きる力を育む東北」

教育プログラム「震災・防災・減災学習編」（例）
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東北を学ぶことにより「生きる力を育む」

課題設定
「震災・減災・防災」について、自分
たちが探究する内容を考える。

課題追及
「インターネット」「図書館」「新聞」や「語り部の体験談」など、自分
の「目」「耳」で確認した内容をまとめあげる。

東北での修学旅行
東北にて「実際に本物」に触れ
る

東北修学旅行からの振り返り
東北で経験したことを地域に置き換え実際に「行
動」や「発信」を行う

第1単元（５）

【課題を見つけよう】

つかむ さぐる 深める 広げる

事例①

震災・減災・防災学習

（学校先生むけ）

第２単元（１０）

【東日本大震災を知ろう】

※別紙２

第３単元（１０）

【特定の地域について

考えよう】

第４単元（１０）

【講話を聴いて考えよう】

※別紙４

第５単元（１０）

【実際に東北で

体験しよう】

第６単元（４）

【振り返りと

ワークショップ】

第６単元（２６）

【わが故郷を守ろう】

１、最寄りの防災センター
で体験する。（防災学習
の計画）※別紙１

２、日本の自然環境の特
色を学ぶ。（日本の国土
や自然環境の特色を捉え
る）

１、インターネットや、新聞
記事の資料を基に、東日
本大震災について探究で
きるようにする。

２、津波や地震の大きさ
を知る。

３、災害と地域の人々の
生活や産業の関係を理
解する。

１、岩手・宮城・福島等
の県より深く探究したい地
域を選ぶ。※別紙３

２、選定した地域の、「震
災前」「震災当時」「現在
までの復興の様子」をイン
ターネットや関連図書を通
じ学ぶ。

１、特定した地域の

【語り部の伝えたい話】を
聞くことにより、自分の課
題として捉えるようになる。

２、持続可能な【わが故
郷】の環境について考える
ようになる。（思考・判
断・表現）

１、実際に東北に訪れ、
遺構を訪れ、現地の方々
の話を伺い、直接体験す
ることにより、【生きる力を
育む】ための深い学びを行
う。

２、万が一災害が起きた
場合に生きる行動を、過
去の経験から学ぶ。

１、東北で探究したことを
基に、これまで使っていた
【学校】や【地域】の課題
を整理する。

・避難経路の見直し

・故郷を守るための、防災
ポスターの制作

・地域への発信

１、地域と自然災害との
因果関係を視野にいれな
がら、探究したことをまとめ
ていく。

２、地域で配信した結果
を検証し、次年度（後
輩）に向けまとめ、災害に
対して力強く対応出来る
ようになる。

・東北観光推進機構
（東北6県地図、東北ま
なび旅HP)

・「3.11伝承ロード機構」
HP

・各県パンフレットやHP

・東北観光推進機構・各
県の動画等

・語り部の動画

・語り部派遣（各県等に
て補助をしている場合もご
ざます。※要確認）

・バス代等の助成制度
（※各県等にて補助をし
ている場合もございます。
※要確認）

・「まとめ」に向けて、「旅後」のお手伝い・「課題設定」のお手伝い

目的

学びの過程

学びのテーマ

（単元数案）

学習内容

東北がお手伝
い出来る事

※参考資料：学校における海の学びのガイドブック
東京大学大学院教育学研究科附属海洋教育センター 編著



別紙１：防災センターについて ※仙台市のHPより



別紙２：東日本大震災を知る

復興庁

「復興の歩み」（岩手県・宮城県・福島県）

3.11伝承ロード推進機構

その他、マスコミ等による「東日本大震災10年特集」等



別紙３：特定地域での深い学び

震災遺構の訪問 語り部の講話 復興への貢献



別紙４：講話を聴いて考えよう ※「東北まなび旅HP」より講話を閲覧できます。

丸文松島汽船 震災語り部クルーズについて（講演資料の抜粋）

丸文松島汽船 横山純子様の講演（動画で視聴可能です）



（参考）東北に教育旅行を誘致する目的

東北で「学ぶ」ことは、
「生きる力」を育てること。
東北の「自然・環境」を学ぶことで、

将来的に持続可能な環境を考える大人になる

東北の「農林漁業・民泊」を体験することで、
『ふれあい』を通じ、主体的対話的資質を深める

東北の「歴史・文化」を学ぶことで
見識を広め、地域で受け継ぐ文化を学ぶ

東北で「震災・防災・減災」を学ぶことで、
震災・防災・減災に対し、深い学びを行う


